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◄ 全景（北西から）
人が立っているの

が堀跡の端の部分。

左奥の現在も残る

堀・土塁へと続く。
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▲ D-4T 堀S00301(北西から）

右側（南側）から粘土を含む土砂が大量に流れ込ん

でいる。南側には土塁が存在しており、土塁の土砂に

よって埋め戻されていたのがわかる。

D-ST (北から） ►
中世の遺構が多数重複して存在している。
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方向の帯状に低くなっている箇所がありました。探査で

も反応があることから、堀跡の存在が推定されました。

そこで、その箇所に調査区（トレンチ）を設定したとこ

ろ、幅約10mの堀跡を発見しました。また、部分的な掘 ， 

り下げを行ったところ、南側から粘土を含んだ土砂が〉
~ 

大量に流れ込んでいることから、堀の南側には土塁が

存在していたことがわかりました。

発見された堀と推定される土塁は、現在も残る堀・土 ｝ 
小｛目井

塁と連続し、「曲輪」を形成していたことがわかります。

ご!~!::,の調査区では、中世と考えられ〉

る遺構が重複して存在していました。第1次調査のA地 ＼ 
区も同様で、中世に積極的に利用されていたことがわ 占晶

~ 
かります。
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測量図 (S=1 /1,000) 
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地中探査タイムスライス図 (28ns~36ns) (S=l/1,000) 
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発掘調査全体図 (S=l/500)
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